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編集後記：編集者は，担当する文章の最初の読者です．

出版された本の「あとがき」等を読みますと，しばし

ば，その本の担当編集者への謝辞が述べられています．

異なった本であっても，同じ担当編集者の名前を目に

することがあり，著者ばかりでなく，編集者に波長の

一致を感ずることがあります．よき編集者の手になっ

た本は内容がしっかりしています．最初の読者として

良きコメントを編集者が著者に与えたことが推測され

ます．

　そういうことを日頃感じておりますので，私が担当

する「天気」の記事の場合にも，最初の読者という意

識を持って原稿にコメントをし，著者に修正していた

だいています．内容は独創的ではあるけれども荒削り

な表現で書かれている原稿にコメントをして，著者に

改訂してもらった文章が見違えるようになるのを見る

のは，編集者冥利に尽きます．もちろん，一字一句も

直す必要のない気持ちのいい原稿に出会うこともあり

ます．このように，「天気」編集委員一同，最初の読者

として原稿の修正をお願いしておりますので，著者の

方々よろしくお願いいたします．　　　　（神沢　博）
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